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電動射出成形機ME シリ ーズ   

クリアランス’’（当社特許）により未溶融レス可塑化と高可塑化   

能力を両立した．  

（4）ラインアップ   

型締力は3430（350）～5390kN（550tf），射出圧力177   

MPa（1800kgf／cm2）クラスを標準組合せとして，高圧・高速   

充てんを可能にし，さらにオプションの増庄スクリュ対応によ   

り薄肉成形に効果を発揮する．  

（5）省エネルギー   

電動射出成形機は射出成形の工程ごとに必要なモータ軸のみ   

駆動し直接的にエネルギーを交換するので，大幅な省エネルギ   

ー効果が得られる．  

また，オイルクーラ用冷却水及び作動油のメインテナンス費   

用も不要となり成形時のランニングコストを大幅に低減できる．  

最近の環境問題に対する企業の積極的な取組みを反映して，プ  

ラスチック成形加工業においても省エネルギー性，設備自体のク  

リーン性が強く求められる時代になった．一方，従来からの高生  

産性と成形精度・品質の向上に対するニーズも成形品コスト低減  

からますます強くなる傾向にある．こうした背景から，近年射出  

成形機の電動化が非常に早いスピードで進んでいる．当社におい  

ても従来の油圧式射出成形機に加え“スピードとパワーを追求し  

た環境に優しい射出成形機”をコンセ70トに，中型電動射出成形  

機“MEシリーズ’’の販売を開始した．   

以下にMEシリーズの特長について紹介する．   

図1に本機の外観を，表1に性能一覧表を示す．   

1．特  長   

（1）高信頼性の高速トグル機構  

型締装置は5点ダブルトグル機構を採用し運動解析シミュレ   

ーションにて最適なトグルピン配置を追求し，型開閉サイクル   

が当社油圧磯村比で30％の大幅な短縮を可能にした．またトグ   

ルピンは，リンク機構も含めてモデル化し型盤の変形を考慮し   

た面圧FEM解析，ブッシュ材はトライボロジー技術の活用，実   

体加速試験を行うなど当社研究所の最新技術を活用し信頼性の   

向上を図った．  

（2）安定成形を支える射出制御  

射出装置に大容量の高性能モータを採用することで高圧・高   

速充てんを可能にし，高い再現性を実現している．高速から低   

速域まで広い範囲で直線性の高い安定した速度制御が可能であ   

り薄肉成形品から低速領域での安定性が必要な厚内成形品の品   

質安定性を確保した．  

成形品の品質安定性に最も影響を与える速度制御から圧力制   

御への切替えは，当社独自の“PLP制御’’により型内圧のオー   

バシュートを抑え，成形品のばー）や反ー）を防止する．  

（3）UBスクリュによる末溶融レス可塑化  

スクリュは，他社に先駆けて開発し好評の“UBスクリュ’’を   

低動力型に改良し，“閉そ〈型ロングバリア’と“テーパ型ダム  
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表1 性能一覧表  

型 式   35（‖ME40   450ME60   550ME－h80  

（単位：               増圧  標準  増圧  標準  増圧  標準   

スクリュ直径   mm  57  62  62  70  70  80  

理論射出容量   cmコ  955  1120  126〔）  1610  1610  2110  

射  11Pa  205，9  176．5  215．7  176．5  2Z5．5  176．5  
山  
射出率   cm3／s  415  490  486  620  523  684  

可塑化能力こPS：  kg′／h  180  220  189  235  245   34（）   

型締力・最大   kN   343（〕  441∩  5390  

タイバ【間隔（〃×r）   752〉く752  81（）×810  900×900  
型  
型締ストローク・巌人  650  800  900  
締  mm  

デイライト・貴大  1320  1550  17（）0  

金型厚さ  300－670  350～750  40〔I～8（）0  

ヒータ容量   kll7   15，5  18．5  25．8   

機械質量   19．5  26．0  34．0  

般  

図1 外 観  
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